
言

抒癸仄贔・^一》一裂鱚

予・は鱚

籟踪

≒
‐

‐=蒙

鰺
舞

_´
´
F~

誦血

＼⊃

＼〓ヽ⊃

目銀製　〓∞工３一）一（）ヽ

覺用「ョ

，
ヽ

キ

■

■●一●●

′
■

―
，
ヽ、

鍵
‡罐

〆
枷
鍮
Ⅲ

靱堡Ъ

一訛輪彦 罫重暑兒予 暑
珀絋

仄

茉
膊

華
闘

攣
輸

蝙
鴨

蜀
饒
椰
浴

凩
♂

苺

亀髯
巡

菫
匁
集

鴨
.

韓
   

譲     
菫
  

騎

建
議
r.恵

 1饉
鋼

弾
額

餞
壁

謬
:

響
幹
攀

1蟻
攀

一ヽ
畳
・
華
襲

騒
摯
‐―

鰺
袢

蟄
攣

|



）一一ヽ 歯 壼 鷲 ■ ． 　 ‐ 一 　 一二 」 ミ 諦 一̈ や い 封 一　 、　 祥 菫 ■ 墟 事 一ヽ 一 ■ヽ ギ

奪 一 嶽 一 詰 職 一 一 Ｔ 章 一 一一 ｝ 象 彗 爵 　 　 主 要 ≫ 棄 一

↓ 一ギ 静 筆 ― 、凛 一 ヽ 一 群 諄 蕪 繊ヽ ・ 韓 議

重 撃 轟 掌 黎 一 繊 辞 ‐ ヽ 一一 番 一 藩 翼 難 情

一ヽ「 一 一 ■ ■ ゴ 秘 一ヽ 一 鷲 一 き ム 請 馨 一ヽ 一二 ぶ

言 三 二 一 三 二 二 一 Ｉ ■ 　 一髪 露 摯 姜 菫

言 ≡ 三 一 二 十 一 二 一 一 　 　 〓 二 一 二 ■ 一 〓 ゴ 一 一

一 Ｅ ■ ・ 　 　 〓 ≡ ｆ 二 　

，

・ヽ〓 一 一 一 〓 〓 一 一（

４ 〓 ｉ ■ ■ ■ 一 ● Ｉ ｔ ■ヽ ３ 一 ■ ヽ 一 ざ 雄 争

〓 こ ・１ ． 〓 ■ ｉ 二 一 ， 　 一 一 ■ 〓 、 二 ぎ 二 一． ≒

≡ 十　 　 一一 一 　 ・ 一 一 二 〓 〓 　 一 十 　 　 　 一 〓

Ｐ ・ 一 一 １ ■ ■ ‥ 一 ｒ 三 〓 一 一 一 一 Ｆ 〓 一 ■ 一一

一 一 　 一 一 ■ ■ 二 一 　 一 一 ・ ■ 一　 〓 ｉ ｒ 上ヽ 〓 一 ・ ．

■ 百 三 〓 一 一 Ｉ 三 Ｉ

溝 粁 一 弼 勢 剛

揃 熙 ¨ ” 応 訓

中 「 じ 回 準 丑 熙 群 鏃 繭 粛

層 一澱 ， 菫 ≡ 亭 鮮 直 ミ 否 暢 思 鎌 き ・

――
― 珊 二 一 一 一 さ 奉 ミ 一̈ ヌ 諄 浸 ｏ ｒ ｏ ｒ 潮 撃 ほ 諜 ¨

「 」 ″ 謙 ・́津 い ま 墓 」 ， 一ご 一撻 ゝ 昨 ― 台 〓 ０ く ｏ ” ● ２ ｒ ” 一 ｏ

「 ２ 〓 〓 テ 三 て ， ぶ （ シ 醜 例 叫 盗 融 「 ― い 呻 鱒

↓ け 莱 ３ 寒 澪 ・ 一 〓 薦 嶺 蚕 ト コ ぶ ・ 理 趙 目 善

き ′ 一一 量 案 済 蛋^ 一、 一 キ 一 】 ´ 料 コ ゝ 撃 河 湖 欝 畷 ｏ

驚 ↓ 薄 」 ｔ 〓 二 こ 〓 に ３ 蚕 談 華 ， 洋 魯 ‐ ヽ シ

以 苺 ■ 言 膊 響 ３ 」 一 ミ ヨ 痰 珊 猫 逹 き 吾 ０ 率

鼎 ′ 苗 鎌 ０ 「 一ヽ ン こ 】 」 終 ３ う 灘 ´ 猫 ‐
，

瀞 熟 嶺

対 コ 長 岡 藩 が 一 苓 製ヽ 滸 ｏ

華 導 一一甕 議 狩 ■ 摯

一 資 一 一一 一ご 岩 一 一、 〓 絆 雄 一 ” 　 ， 澪 ↓ ま 一 湯 熱 ′ 専

一 ナ ′ 〓 濠 違 「 〓 な 事 ， Ｆ ｃ 〓 ２ 一 言 厳 一 一” 薄 ・ 当 ＾

津 三 量 ≡ ご 詳 一 〓 一
，

へ 一 ミ ミ 「 藩 Ｔ ３ 灌 李 ヽ 辞 ｏ

「 へ 〓 摯 群 二 〓 ナ 汁 菫 に 貯 議 ・ ゞ 専 前 ヽ 丼 泄

苓 磨 滸 ３ 書 和 ， 醸 灘 ト ー 嵐 ド 絆 渕 淋 封 嚇 ３

Ｆ ｒ ｆ 二 重 一
，

〓 ヽ ニ ゴ ー 一ヽ 三 華 ・ 樹 コ ８ 〓 圏 ´ 鶏 ０ ・ Ю 劇 一 描 ヽ 二 書 共 誌 Ｉ ■ 三

一 三 十 一 さヽ 一 一 一 〓 ． 〓

一↓ 一 、 至 菫 筆 ） ミ さ 一 〓 二 ｃ 〓 Ｆ 嗜 〓 二 一ヽ 二 二 〓 二 ５ き テ ■ ヨ ニ さ ≡ Ｔ さ 言 三

一 モ 菫 Ｐ 〓 ・ 一ヽ スヽ モ 自 撃 ） 型 ↓ “ も こ 一 一 三 〓 ・ 一 轟 一〓 ｉ ３ ｔ 冷 ヨ ロ ン ｆ ・

さ 一ざ 二 ↓ 丼 言 ヽ 沐 藤 ■ 河 ， さ ¨ 、 き Ｉ

一 【 一・一ミ 彗 一 ミ 〓 言 撃 キ ヽ Ｅ 蔵 固 暢 雪 「 ” 求 「 『 一ミ

こ 〕 一 （ 主 こ 〓 ３ ， 丼 ” 載 満 ♯ 洋 針 ――
― 童 墓 言 ・

こ 一一 一 江 一 ・． 諄 涅 否 幸 ３ 出 輔 ｏ コ Ｐ 書
，

」 」 「 一

」 け ヽ 一ヨ ミ 一 一 ↓ ， 覇 第 ― 童 う 道 函 華 ■ コ 〓 〓

一ヽヽ 」 ヽ ■ き 漕 ， 蒔 嶼 鍬 掛 ― 童 ＞ ３ 計 河 き ′ 下 ）ヽ

・一 丁 蕩 ＞ 頭 頭 導 澤 ⊇ 泄 苓 球 ３ 珊 事 浄 〓 〓

Ｐ Ｃ Ｆ Ｅ さ Ｉ 奪 絆 滸 螢 琳 辞 鰈 瀧 ・ 結 導 Ｎ 一

理 醜 歯 諄 ヽ ・ ヽ ロ ル 瀬 コ 『 塑 苓 ・ 田 Ｏ ｒ

■ ｏ 「 針 琳 辞 測 ― ■ コ ゆ 瀬 ゝ 理 卜 ｍ ｉ

Ｓ 滸 ― バ 藤 瑯 樹 Ｅ
＞ ・ 刈 塑 ― 蔵 総 諏 計 ヨ 一 一

耐 ・ コ 対 Ｏ Ｎ 琺 翻 洋 撃 脳 獅 １ 涸 」涸 灘 戯 」 ご

＞ き 躊 聾 ｏ 」

ご 童 当 型 ， 叫 一 ３ 副 滞 ・ ０ や 計 対 〓 コ 泄 ヽ

当 き ヽ 珈 薄 ｃ 「 湾 卦 ｍ 口 灘 ■ 薄 卜 減 ３ 薄 〕

ヽ ⇒ ∬ 一 一 躊 諄 澤 澤 一 一 一 Σ 」 け ３ 猫 軒 ｏ 」 ｒ Ｏ ｒ ● 一

洋 十 一 黛 一 一 澤 磨 一ヽユ 一 ・ 抑 汁 ３ ゝ コ ， 対 澪 ‐

彗 薄 一 ± 米 き 壼 の ３ 菫 対 コ 期 泄 苓 南 海 ・ 諄 」

冷 コ 溝 洋 計 す ド 層 一ヽ 』 ⇒ ， ほ 滸 隷 灘 瀞 い 灘 滑 〕

耐 躍 満 訓 燿 」 、 ミ ヨ い 一 〓 ミ 一 」 護 お ヽ 孤 “ Ｎ 「 剛

ヽ コ ｏ 「 寿 さ 〓 二 さ̈ ☆ 耶 さ も 一 苓 否 兼 ・ 蔵 ｎ

麒 溶 澪 総 諄 滲 二 ・ ｔ ■ 一ミ 一一 ミ 一ゴ 浄 ざ 凄 嫌 へ γ

餅 峙 洋 冤 ヽ ヽ き 譜 二 ご 岩 津 汁 ３ 濃 蘭 こ

洸 ｍ 翌 ぶ 誉 静 聯 装 ヽ 一 ｃ 苓 ・一 一 ■ 〓 ヽ ヨ 葺 録 狂

計 騒 ） 飾 ぶ コ 理 ｎ 潜 溝 童 ＞ ３ キ 鋸 益 髄 ・

理
曇
勿

ξ
長

〓 喜 ′ て 真 二 轟 ・一二 一 ） ″ Ｆ ｔ 一 Ｌ 一 葛 ３ ミ 洋 ¨ 整 河

」 け 　 ，上 一〓 一ヽ 一 一
，

墓 〓 層 〓 ≡ Ξ 浅 ３ 吉 泄 ― ― ツ 江 「

ヽ 一 〓 藤 ■ 〓 ヨ 〓 〓 壁 一 〓 こ 〓 ３ と 河 ´ ＝ 辞 ゝ

〓 ・ ↓ 〓 ニ エ 薫 一 〓 ・に ヾ へ 一 臣ヽ 一 一０ 慮 ヘ ド ・ ■ ヽ 激 ”

ヽ 「 キ 荘 蓬 力 一 ミ ・一 一〓 〓 に 一 髪 一 ゴ 〓 さ Ｆ ｏ 」 ｒ ｏ ｒ ３

苓 「一 一 ・ 碧 津 ≡ 「 』 き 一ヽ 卜 で Ｔ 二 一 薄 Ｉ コ ー 薗 藩 泄

苓 ヨ 濠 ニ ミ 」 ・ヽ 一 こ 汁 ・一 一 ・ 事 津 ナ ー 難 ３ ・ 菊 ホ

３ 嚇 簗 に 灘 コ ・丘 粛 声 さヽ 書 案 圭 繊 藤 李 溶 蒔 ―

は

，
河 翔 鱒 昇 串 ヽ ３ 「 弁 護 准 転 製 霞 漱 否 繭 演

瀞 剣 颯 滋 い 針 尋 ヽ ― 粕 ７ ● 尋 謙 ― 準 ¨ ヨ 弔

難 円 否 滞 ３ 尋 蒲 ・ ツ 樹 ⇒ ≧ 酬 満 悌 渕 淋 ・ 面

卜 灘 到 ３ 簿 浴 ′ 前 田 瀞 泄 苓 巌 鐵 モ 璽 「 滉 ３

「 窯 灘 ・ 鮮 毅 覆 コ 呻 蒲 瑠 「 袢 ・ 図 が 雨 羹 沖 ＝

一 一 泄 苓 ３ 晉 甜 ¨ 済 さ 撃 滋 ・ 自 沖 醜 Ｎ Ｉ 饗 避

竜 ７ 蕩 苓 ｐ 河
，

覇 ＃ Ｓ 脚 昇 。 」

巌 ‐ 準 翫 」Ｆ ・ い ― キ ⇒ 翔 聯 融 覇ヽ ´ ヽ ―

）ヽ ｝ 一 一一 ０ ＞ 鄭 霞 選 動 ・ 旧 鱒 世 満 華 世 豪 漸 ３ ＝

き ， ヽ 蒙 嶺 ヽ 洲 温 ・ 噸 繋 卜 や 粉 細 尋 コ 帆

雪 洋 ヽ 一ヨ 爵 ｏ 「 が ヽ 尋 痴 島 「 薄 洋 輩 ヽ 戯 颯

蒋 ・ 李 澪 自 溶 針 浮 き 薄 鵬 繭 猫 ３ 苓 黎 ｏ 対 鮮

“ 卿 モ ・ 卜 一， 〓 蒋 浮 嶺 Ｆ 岬 ヽ ３ 螂 針 ・ 峙 猫 洋 蒲

『 ― 童 膳 ＞ 洋 冶 ｏ 蔵 理 ） Ｒ ⇒ “ 轡 薄 彗 け 燕 ３ 苓

熟 ” 灘 灘 囀 わ 一 苓 鍛 対 「 コ 鱗 江 ｏ 」 ｒ ｏ Ｆ 温 弧 り は

海 卜 ３ 否 卜 輔 対 は 滸 ” 「 否 諦 浄 薗 辮 染 河 薗 副

３ 洲 葺 ・ ” 「 薄 ＝ 嚇 針 颯 鏑 螢 ３ Ｈ 洵 目 ゆ ” 旧

一Ｆ 一 一 ■ 一 〓 〓 ■ 三 二 ― 三 二 ■ 一

一 ■ 尊 こ 一 ■ ■ 〓 ■ 一 一 二 〓 二 一 二 一 一ヽ 一 一 一 一 ‥

■ 三 ｌ ｆ 〓 ■ ■ 三

難 一 ミ 〓 ■ 一 一 主 ■ 〓 一 　 ．
．

三 〓
．

■ 二 Ｉ

二 〓 〓 二 〓 一 〓

磯 〓 」 一 一 一 一 一 一 二 〓 一 一 ・ 一 一 一 一 ■ 一
，

〓 一 一 一

キ 一 念 一 ■ 二 　 〓 キ ー 二 一 一 一　 一 一 〓 一 一 Ｉ 一 一
，

■ 一 〓 ■ ■ 一 一 　 一 一 ‥ 十 二 一一 二 二 十 一 〓 〓 一 一 一 一 二 れ 一 　 ・

一 一 一 一 ・ 一 ・ 一 一 一 十 一 一 ■ 一 一 〈 一 一 ・

野 守 一 二 潔 一 童 ヾ 壼 一

Ｆ ｏ Ｆ さ う 灘 刺 麟 ― ヨ ヨ 中 泄 奇 ８ Ｈ 概 ・

黎 滞 卦 絆 洋 半 憮 コ ｏ ｏ ● 吋 ユ ∽ 摯 Ｅ ・ 三 す ∽ ツ ー ワヽ

単 に 洋 ヽ 世 爺 ・ 蔵 ∬ ― 齊 ３ 一さ 唐 毒 響 ‘ 著 コ

Ｄ 澤 濾 『 ぼ ３ 灘 半 ヽ コ ｏ 「 ヽ 」 〓 準 斧 済 滋 卦 耐

覇 導 ３ 潔 さ ・ 飩 渕 丼 懸 濾 ３ 率 闘 ， 縞 針 鍬 ＋

ぅ 　 　 　 Ｉ ｔ

ｔ ヽ

■ ■ ● ●

一 ● ■

「 増 Ｊ 庁 ニ
●

¨ ■ 一

● 　 ．ヽ ．

〓 ■



予一

ＸＤ．００．ＯＣ⊃いＯＣＩＣ〓０一

。鳳畔一。一〇〇∽〕Φ①■のＣＯ①Ｏ」のつく′」Ｏｍ

＋壱Ｏｃ一」ＳぉΣ卑０ヽ叫中群加口Ｋお廠半

ぐ選中騒担囮哺猟ヽ響瑚燕史椰バ根匝

。圏曜半響締製撫軽く皿′樫揮′固選

´Ж′報終馳唱半ヽ側準ＨｏＥ”」①Ｏｏ５」

。ＥΣ〓。コ継歴轟準黎ヽ巡器叶■ドｏｏ倒＾燿

郡権継爛蜜網゛∽ｃｔ∞Σ〓∽一ｏ」〓ｏｏ轟準糸

（出Ｏ目）尋鏃贈

■「ｏ口Ｋ喬憧部選寒ぶ憚罫耐誕烈製（ぐ

ｏ坦ｍ鋼貯避０こ器醒黙酬ヽ峰′「ヽ口颯８翠製妄Ｎ尽“―熙姻＾躙相熙魯掘さ唱曇避輩「無に圏墜コ一〇∽長榊習ぐ寒

「ｃ率纏

さ牽巌橡邸世留き駆世らヽｏ係く中‘走計職

職”便瞑゛・懸世君憚頃鵬最尽・杓翠ヽ導ヽむ

Ｋ゛・黙転Ｅ嶽皿や仲橡引里ｏ筆習ヽ―ヽ

―．叫鼎ろそヽ部製障ヽ・糧彗言鰹おヽ事―ミ

侵侭・熙―ぶ準増尽響伽ＫＮ・蜃響墓―ヨ

筆郎頭ｉШろ毯ヽ戦ｏ翠言最―ヽ仲撃熙「崚

．離郎君―響一母扇椰里駆・翠”̈ぽ３コヽ車熙

「３足霧言〓Ｎギ超家製「毅泰幅

料′駆慰けヽ〓一一３■〓‐御ヽさ興・盤韻せ熙母

僣言卜創「鴇翠蟄′さ寺〓言機製雌倒畔燃＾椰

配トト彗〓士一部―漱¨酷撃Ｒ図部撻叶ｏＮヽ

ヨ君会こ■拭ば，悩条８Ｎ螢贅＊＋釧熙熙

剛・掛計製侭「里＾皆引里母郡“黙転面興

８掛叫粟絣撃へぶ鰍・＝糾壇゛政昼ｏ滞留

卑躙釧―響単鵬理製Ｓ喘・準郵雲いミる理ヽ

。標磨川卸ヽ楓瞑鍵皿趣ヽく駅壁圏軽楓

民暇鍵唱半趣ｙｏコヽ朦削獣霊Ｊ避制導葉撃珊（卜）

ｏ嗚櫛熙圏郷

嬰φヽ引く趣駅圏警騒Ｑ熙郭割に「生さヽＫ

索四―＝韓κ郭淑暉憚暇臨ヽ躙側壇根郭鐵（＝）

●
●
‐

_


	IMG_20171208_0001
	IMG_20171208_0002
	IMG_20171208_0003

